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壷脚 仔 ･城野俊夫･'JQ鹿 )･松沢哲郎
1)昭和61年1月16日付､神経生理部門助教授に
昇任｡
研究概要
1)チンパンジーの図形語による記述行動の分
析｡ 一語唄による統制一
室伏杓子 ･践野俊夫･小嶋祥三 ･松沢哲郎
チンパンジー(アイ)に,〔主体〕〔近づくj
〔客体〕の3語記述を訓練し,般化テストをくり
かえした結果,古い正答率を得るに至った｡
2)チンパンジーにおける数の概念の形丘だ
室伏靖子 ･浅野俊夫･松沢哲郎 ･板倉昭=3)
ドットのランダム･パタンを見てその数をアラ
ビア数字で選ぶことと,その数の系列的タッピン
グを要求した｡各課題で7個と5個を完成した｡
3)チンパンジーの心的回転(mentalrota･
tion)に関する実験｡
ベルげ ット プt(ザ-JJ)･室伏杓子･
浅野俊夫
チンパンジーに,較映図形の間の弁別を見本合
せ法を用いて訓練し,図形を回転させてもなお正
立図形として同定できるか苔かをテストした｡
4)チンパンジーにおける刺激等価性の控符に
関する実験的分析
浅野俊夫5)
ヒトの言語習得過掛 こおいて,もともと只なっ
た刺激が機能的に等価な性TIを摂待する過程が重
要であることが明らかにされて来ているので.そ
の過程をチンパンジーで吟味する｡
5)ニホンザルとヒトの明るさ判断に関する比
較研究
シェイラ チェイR6)･室伏杓子 ･浅野俊夫
心理物理学的方法を用い,種々の輝度レベルの
光刺激の明るさの絶対的判断が5-9個の選択肢
場面で訓練きれた結果,ニホンザルとヒトでは可
能な情報伝達塁の相違が示唆された｡
6)ニホンザルの袋田場面におけるオペラント
行動の接待と伝播.1)
浅野俊夫
放飼場の若桜群を対象にして,パネルを押すと
食物が入手できるという新しい行動を集団場面で
2)本書良治(京大文)･山田恒夫(阪大人科 )
との共同研究｡
3)大学院生｡ 4)招へい外国人研究員｡
5)山本淳一(慶大大学院)との共同研究｡
6)京大客員教授｡
7)樋口義治(愛知大)との共同研究
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